
■ 教育学部・社会情報学部では自宅生が半数以上
■ 平成２０年度と比べて医学科の自宅生増加（25％→38％）が目立つ
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居住形態はどれにあたりますか。質 問統計で見る学生生活
群 馬 大 学 学 生 の 生 活



■ 自宅外の居住はほとんどが賃貸マンション・アパート
■ 学生寮も各学部で５～10％と重要な役割を担っている
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現在住んでいる住居の区分は
どれにあたりますか。※自宅外の場合です。
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■ 全体としては自転車と徒歩が合わせて約半数を占める
■ 遠隔者は平成20年度と比べて電車とバスが微増し、その分自家用車が減少
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■ 平均28分
■ 平成20年度と比べて工・理工学部は変わらないが、他学部では３分長くなった
■ 通学時間１時間以上の比率が増加しているためと考えられる

22％

31％

11％

17％

19％

18％

23％

16％

24％

19％

21％

24％

12％

22％

21％

29％

40％

8％

15％

8％

16％

37％

11％

19％

17％

25％

33％

9％

13％

20％

５分未満

15分以上～30分未満

30分以上～１時間未満

１時間以上

５分以上～15分未満

群
馬
大
学
全
体

教
育
学
部

（
平
均 

３
１
・
７
分
）

（
全
体
平
均 

２
８
・
２
分
）

社
会
情
報
学
部

（
平
均 

３
１
・
７
分
）

医
学
部
医
学
科

（
平
均 

１
９
・
６
分
）

医
学
部
保
健
学
科

（
平
均 

２
８
・
３
分
）

工
学
部
・
理
工
学
部
（
平
均 

２
７
・
２
分
）

--------片道の通学所要時間はどのくらいですか。質 問統計で見る学生生活
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